
2月潮汐表 高　　潮 低　　潮
日 潮 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1日㈭ 大 11:57 379 23:48 332 5:28 -31 18:09 56
2日㈮ 大 12:38 379 - - 6:12 -32 18:49 49
3日㈯ 大 0:32 334 13:18 370 6:54 -23 19:29 47
4日㈰ 中 1:17 329 13:57 354 7:36 -4 20:10 51
5日㈪ 中 2:02 317 14:37 332 8:18 23 20:52 59
6日㈫ 中 2:51 299 15:18 307 9:02 56 21:37 70
7日㈬ 小 3:45 278 16:03 281 9:50 91 22:28 82
8日㈭ 小 4:52 259 16:55 258 10:48 125 23:30 92
9日㈮ 小 6:15 248 18:01 240 12:09 150 - -

10日㈯ 長 7:45 252 19:16 232 0:47 95 13:54 158
11日㈰ 若 8:58 266 20:23 234 2:05 88 15:15 150
12日㈪ 中 9:50 283 21:17 243 3:05 74 16:07 138
13日㈫ 中 10:29 298 21:59 256 3:51 59 16:44 124
14日㈬ 中 11:00 312 22:36 270 4:28 44 17:14 110
15日㈭ 大 11:29 323 23:10 285 5:02 32 17:41 97
16日㈮ 大 11:56 332 23:43 299 5:33 22 18:07 83
17日㈯ 大 12:24 338 - - 6:04 16 18:35 70
18日㈰ 大 0:17 310 12:53 339 6:36 15 19:04 60
19日㈪ 中 0:53 317 13:25 336 7:10 20 19:37 52
20日㈫ 中 1:33 318 13:59 327 7:47 33 20:13 49
21日㈬ 中 2:17 312 14:37 313 8:28 52 20:55 50
22日㈭ 小 3:08 301 15:21 295 9:16 77 21:44 55
23日㈮ 小 4:11 288 16:17 276 10:14 104 22:46 62
24日㈯ 小 5:31 279 17:28 261 11:31 127 - -
25日㈰ 長 7:00 284 18:52 258 0:03 63 13:08 133
26日㈪ 若 8:19 302 20:09 269 1:28 53 14:35 121
27日㈫ 中 9:22 325 21:13 289 2:42 32 15:38 98
28日㈬ 中 10:13 347 22:07 312 3:42 9 16:28 74

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。
※この潮汐表は、（一財）日本水路協会発行潮汐表に基づいたものです。

上島の文芸 / 潮汐表 ALTコーナー /上島町観光協会だより

弓削	 月	19:30 ～ 	弓削地域交流センター
生名	 月	 9:00 ～ 	３分団集会所
岩城	木	20:00 ～ 	岩城総合支所庁舎
魚島	水	19:30 ～ 	魚島開発総合センター

英会話教室

今月の担当 ALT
ハーパー・エマニュエル

上島町のみなさん、お久しぶりです。
僕が前回、広報の原稿を書いた時より、
すごく寒くなりましたので、風邪をひかな
いようにしてください。
最近、方言について考えています。英
語には、特に方言はない気がします。つ
まり、日本語の方言みたいなしゃべり方が
英語にはありません。アメリカの場合は、
州によってしゃべり方がちょっとだけ違いま
すが、どこの州へ行っても、間違いなく話
しは通じますよ。
去年、初めて「～けん」と言うのを聞

きました。僕は住民に「けん？けんって
何？よく聞くけど、意味が分からない」と
言いました。「〜だから」や「〜ので」と
いう意味だと教えてもらいました。その時
から、方言に興味を持つようになりました。

上島町は愛媛県にありますが、広島県に
も近くて、よく行くので、友達が結構でき
ました。友達は「〜じゃけぇ」、「ようけ」、
「ブチ」という言葉をよく使います。僕も
使おうと思って、どんどん広島弁に慣れま
した。もちろん、まだまだ完璧じゃないで
すが、僕は頑張っています。
通常会話に方言をいっぱい使いたいな

と思っています。大学生の頃、日本語を
一所懸命勉強していましたが、自分の語
学のレベルは、いつもパッとしませんでし
た。なぜなら、日本人みたいに喋られな
かったからです。言語関係なく、ネイティ
ブスピーカーは教科書に載っていない言
葉と喋り方を使います。
そんな風に日本語を使うことが僕の目
標です！

方 言 の 目 標

ウオシマックスの一員として、
魚島文化祭で熱唱
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